
 

【様式 1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 高梁川
たかはしがわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 高梁川直轄管理区間内 

当 該 基 準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事 業 諸 元 【自然再生】 

・ 上成
うわなり

箇所［H２１～（実施中）］ 

魚道整備 ４箇所 

事 業 期 間 平成２１年度～平成３３年度 

総 事 業 費 3.２億円 残事業費 2.3 億円 

目 的 ・ 必 要 性 高梁川は、岡山県西部に位置し、その源を岡山・鳥取県境の花見山
は な み や ま

（標高 1,188m）

に発し、新見
に い み

市において熊
くま

谷
たに

川
がわ

、西
にし

川
がわ

、小坂部
お さ か べ

川
がわ

等の支川を合わせて南流し、高梁

市において成羽
な り わ

川
がわ

を倉敷
くらしき

市において小田川
お だ が わ

をそれぞれ合わせたのち、倉敷、玉島
たましま

両

平野を南下して、瀬戸内海の水島
みずしま

灘に注ぐ、幹川流路延長 111km、流域面積

2,670km2 の一級河川である。 

氾濫域である下流部には、岡山県第 2 の都市である倉敷市が存在し、水島地区に

は全国屈指の規模の石油・鉄鋼等大型コンビナートが形成され、岡山県西部から広

島県北東部における社会・経済・文化の基盤を成している。 

高梁川の河川敷には、数多くのスポーツ施設や公園が整備されており、多くの市

民にスポーツや散策に利用されている。 

【自然再生】 

《上成箇所》 

 高梁川下流部には、潮止堰をはじめとする横断工作物により河川が分断されてい

るため、各施設には魚道が設置されているが、最下流の潮止堰ではアユなどの回遊

魚の遡上が困難な状況となっている。そのため、魚道を改良し河川の連続性を確保

することで生物の生息環境の改善を図る。 

便 益 の 主 な 根 拠 【自然再生】 

全体事業：支払い意志額 ＝ ２８８円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 67,742 世帯 

 残事業：支払い意志額 ＝ ２８５円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 67,742 世帯 

事 業 全 体 の 
投 資 効 率 性 

基準年度 平成 2５年度 

 Ｂ:総便益
（億円）

Ｃ:総費用
（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ
（億円）

EIRR
（％）

全体事
業 

総合水系環境整備事業 51.１ 3.５ 14.7 47.6 77 

残事業 
 

総合水系環境整備事業 47.８ 2.５ 19.3 45.3 108

事 業 の 効 果 等 【自然再生】 
《上成箇所》 
・魚道整備を行い、河川の生息環境の連続性を確保し、魚類等の生息環境の改善を

図る。 

社会情勢等の変化 ・ 高梁川流域の人口は倉敷市において増加傾向が見られるが、その他の市町につい
ては緩やかな減少傾向が続いている。 

事 業 の 進 捗 状 況 ・ 事業の進捗率は 28％（事業費ベース）である。（総事業費 3.2 億円のうち、整
備済みは 0.9 億円） 

事業の進捗の見込み ・潮止堰の魚類遡上環境の改善に対する地元の要望は強く、地元や学識者等からの
意見を取り入れながら進めており、特に問題はない。 

コ ス ト 縮 減 や 
代替案立案の可能性 

・ 仮設工の大型土のうの材料として、購入土でなく流用土を使用し、コスト縮減を
図る。 
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・ 改良する魚道は、既設堰堤の大幅な改築を伴うものではなく、遡上改善を早期に
実現させるために短期間で実施可能な簡易な手法で対策を講じる。 

・ 事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代替案を
検討する必要はないと考えている。 

対応方針（原案） 継続 

対 応 方 針 理 由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が妥
当である。 

今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を継続させるとともに、新技術･
新工法等の活用やコスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行
に努める。 

そ の 他  

 

2



平
成

2
５

年
１

１
月

１
４

日
国

土
交

通
省

中
国

地
方

整
備

局

高
梁

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
高

梁
川

総
合

水
系

環
境

整
備

事
業

再
評

価
再

評
価
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１
．

流
域

の
概

要

【
高

梁
川

水
系

の
諸

元
】

流
域

面
積

：
2

,6
7

0
ｋ

ｍ
2

幹
川

流
路

延
長

：
1

1
1

ｋ
ｍ

山
地

面
積

比
率

：
約

9
1

％

流
域

内
人

口
：

約
2

7
万

人

・
高

梁
川

は
、

岡
山

県
西

部
に

位
置

し
、

そ
の

源
を

岡
山

・
鳥

取
県

境
の

花
見

山
（

標
高

1,
18

8m
）

に
発

し
、

新
見

市
に

お
い

て
熊

谷
川

、
西

川
、

小
坂

部
川

等
の

支
川

を
合

わ
せ

て
南

流
し

、
高

梁
市

に
お

い
て

成
羽

川
を

倉
敷

市
に

お
い

て
小

田
川

を
そ

れ
ぞ

れ
合

わ
せ

た
の

ち
、

倉
敷

、
玉

島
両

平
野

を
南

下
し

て
、

瀬
戸

内

海
の

水
島

灘
に

注
ぐ

、
幹

川
流

路
延

長
11

1k
m

、
流

域
面

積
2,

67
0k

m
2 の

一
級

河
川

で
あ

る
。

・
氾

濫
域

で
あ

る
下

流
部

に
は

、
岡

山
県

第
2

の
都

市
で

あ
る

倉
敷

市
が

存
在

し
、

水
島

地
区

に
は

全
国

屈
指

の
規

模
の

石
油

・
鉄

鋼
等

大
型

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

が
形

成
さ

れ
、

岡
山

県
西

部
か

ら
広

島
県

北
東

部
に

お
け

る
社

会
・

経
済

・
文

化
の

基
盤

を
成

し
て

い
る

。
・

高
梁

川
の

河
川

敷
に

は
、

数
多

く
の

ス
ポ

ー
ツ

施
設

や
公

園
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

多
く

の
市

民
に

ス
ポ

ー
ツ

や
散

策
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

花
見

山
（

1,
18

8m
）

高
梁
川

基
準

地
点

船
穂

ふ
な

お

（
高

水
）

基
準
地
点
 

酒
津

さ
か

づ

（
低
水
）
 

は
な

み
や

ま
く

ま
た

に
が

わ
に

し
が

わ
お

さ
か

べ
が

わ
に

い
み

し

な
り

わ
が

わ
お

だ
が

わ
く

ら
し

き
た

ま
し

ま
た

か
は

し
し

く
ら

し
き

し

み
ず

し
ま

な
だ
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２
．

高
梁

川
の

河
川

環
境

に
関

す
る

現
状

と
課

題
及

び
利

用
状

況

・
高

水
敷

に
は

様
々

な
施

設
が

配
置

さ
れ

、
日

常
利

用
の

他
、

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

水
辺

の
楽

校
は

環
境

教
育

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
・

内
水

面
漁

業
が

営
ま

れ
て

お
り

、
ア

ユ
の

漁
獲

量
は

中
国

地
方

で
第

2
位

と
多

く
、

ア
ユ

釣
り

の
シ

ー
ズ

ン
に

は
多

く
の

人
々

が
来

訪
し

て
い

る
。

・
河

道
内

の
樹

林
化

に
よ

り
対

岸
ま

で
の

見
通

し
や

水
辺

ま
で

の
視

界
が

遮
ら

れ
て

い
る

箇
所

も
あ

り
、

樹
木

は
河

川
巡

視
の

支
障

と
な

る
ば

か
り

で
な

く
、

河
川

景
観

を
阻

害
し

て
い

る
。

・
水

質
は

、
近

年
で

は
環

境
基

準
を

満
足

し
、

概
ね

良
好

な
水

質
を

維
持

し
て

い
る

。

管
内

図

高
梁

川
 湛

井
堰

地
点

01234 H
11

H
12

H
13

H
14

H
1
5

H
1
6

H
17

H
18

H
19

H
20

BOD 75%値(mg/l)

環
境

基
準

2.
0
m

g/
l(
A

類
型

）

小
田

川
　

福
松

橋
地

点

01234

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

BOD 75%値(mg/l)

環
境

基
準

3.
0m

g
/l

(B
類

型
）

少
年
サ
ッ
カ
ー

そ
う

じ
ゃ

水
辺
の
楽

校

ア
ユ

釣
り

の
様
子

ウ
ィ

ン
ド

サ
ー

フ
ィ
ン

環
境

基
準

点
（

湛
井

堰
）

環
境

基
準

点
（

福
松

橋
）

樹
木

に
覆

わ
れ

て
い
る
小
田
川
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３
．

事
業

内
容

区
分

№
河

川
名

事
業

名
市

事
業

年
度

事
業

内
容

事
業

費
(百

万
円

)

再
評

価
高

梁
川

上
成

箇
所

倉
敷

市
実

施
中

（
H

2
1

～
）

魚
道

整
備

3
2

0
1

凡
例

【
再

評
価

】

赤
：

整
備

中
（

①
）

う
わ

な
り

①
上

成
箇

所
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4
-
1

．
整

備
内

容
（

再
評

価
）

【
整

備
前

】

整
備

目
的

：
潮

止
堰

に
お

い
て

、
ア

ユ
な

ど
の

回
遊

魚
を

は
じ

め
と

す
る

生
物

が
川

を
の

ぼ
り

や
す

く
す

る
た

め
、

既
設

魚
道

の
改

良
や

簡
易

魚
道

の
設

置
を

行
う

。
現

状
と

課
題

：
潮

止
堰

は
S

4
2

年
に

改
築

さ
れ

て
既

に
4

0
年

が
経

過
し

、
老

朽
化

に
よ

り
、

魚
道

に
穴

や
ひ

び
割

れ
が

発
生

す
る

な
ど

、
魚

な
ど

の
移

動
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

。
河

口
の

一
番

下
流

端
に

あ
り

、
汽

水
・

淡
水

域
の

連
続

性
が

阻
害

さ
れ

回
遊

魚
等

の
生

息
・

生
活

史
に

与
え

る
影

響
が

あ
る

た
め

、
遡

上
環

境
の

改
善

が
必

要
で

あ
る

。
整

備
内

容
：

魚
道

整
備

事
業

費
：

3
2

0
百

万
円

①
【

自
然

再
生

】
上

成
箇

所
（

実
施

中
：

H
2

1
～

）
う

わ
な

り

【
整

備
後

】

右
岸

高
水

敷
か

ら
魚

道
を

の
ぞ

む
（

４
号

魚
道

）

•
既
設

魚
道
の

改
良

（
H

21
整

備
：

4号
魚
道
）
に
よ
り
、
ア
ユ
な
ど
の
回
遊
魚
や
エ
ビ
や
カ
ニ
、

ヨ
シ

ノ
ボ
リ

類
な

ど
の

底
生

魚
、

そ
の

他
の
稚
魚
の
遡
上
が
容
易
と
な
る
。

•
簡

易
魚

道
を

設
置

し
、

迷
入

し
て

い
る

魚
類
の
遡
上
経
路
を
確
保
す
る
。

•
施

設
の

老
朽

化
の

ほ
か

に
以

下
の

理
由

で
遡
上
が
困
難

①
魚

道
プ
ー

ル
内

に
乱

流
や

気
泡

が
発

生
し
や
す
く
、
流
況
が
不
安
定

②
遡

上
魚
に

魚
道

の
入

口
が

わ
か

ら
な

い
（
迷
入
）

右
岸

高
水

敷
か

ら
魚

道
を

の
ぞ

む

３
号

魚
道

部
剥

落
状

況

H
2
1
に
改
良
後
の
４
号
魚
道

潮
止

堰

未
整

備
箇

所

２
号
魚
道

乱
流

や
気

泡
が

発
生

１
号

２
号

３
号

４
号

簡
易

魚
道

簡
易
魚
道
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4
-
1

．
整

備
内

容
（

再
評

価
）

•
既

設
魚

道
の

改
良

に
よ

り
、

未
改

良
の

魚
道

と
比

較
し

て
最

も
遡

上
数

が
多

い
結

果
と

な
っ

た
。

ま
た

、
ウ

ナ
ギ

や
カ

ニ
、

エ
ビ

な
ど

の
底

生
魚

、
そ

の
他

の
稚

魚
の

遡
上

が
容

易
と

な
っ

た
。

•
地

元
か

ら
も

残
り

の
魚

道
整

備
を

期
待

し
て

い
る

と
の

声
を

い
た

だ
い

て
い

る
。

■
主

な
整

備
効

果

4
号

魚
道

側
壁

に
お

け
る

遡
上

状
況

改
良
し

た
４
号
魚
道
の
ア
ユ
の
遡
上
数
を
み
る
と
、
未
改
良
の

魚
道
と
比

較
し
て
最
も
遡
上
数
が
多
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、

整
備
効
果

が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、

5
c
m
以
下
の
稚
魚
の
遡
上
数
も
多
い
こ
と
か
ら
、
改
良

に
よ
っ
て

遡
上
能
力
の
低
い
稚
魚
に
と
っ
て
も
有
効
な
遡
上
経
路

と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。

※
遡
上
数

調
査
：
目
視
、
潜
水
調
査


改

良
し

た
魚

道
の

遡
上

数
が

最
も

多
い

結
果

と
な

っ
た

4
号
魚
道
の
側
壁
の
構
造
を
垂
直
か
ら

傾
斜
を
も
た
せ
た
構
造
に
改
良
す
る
こ
と

で
、
底
生
魚
や
稚
魚
の
遡
上
が
容
易
と

な
る
よ
う
改
良
し
た
結
果
、
側
壁
の
水
際

を
通
っ
て
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
、

テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
遡
上
が
確
認
さ
れ
た
。


底

生
魚

の
遡

上
も

容
易

に

ニ
ホ

ン
ウ

ナ
ギ

モ
ク

ズ
ガ

ニ

魚
道

別
遡

上
数

（
平

成
2

5
年

4
月

～
6

月
）

4基
の

魚
道

中
、

体
長

5c
m

以
下

の
稚

魚
、

遡
上

総
数

が
最

も
多

い
。
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・
「

河
川

に
係

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

」
に

明
示

さ
れ

て
い

る
経

済
評

価
手

法
は

Ｃ
Ｖ

Ｍ
、

Ｔ
Ｃ

Ｍ
、

代
替

法
等

が
あ

り
、

事
業

の
効

果
を

踏
ま

え
適

切
に

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

出
典

）
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
，

国
土

交
通

省
河

川
局

（
H

2
2

.3
）

・
上

成
箇

所
に

つ
い

て
は

、
評

価
対

象
の

効
果

が
非

利
用

価
値

で
あ

る
た

め
Ｃ

Ｖ
Ｍ

を
適

用
す

る
。

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

上
成
箇
所

【
評

価
手

法
選

定
フ

ロ
ー

】

（
1

）
評

価
手

法
の

選
定

9



C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

過
去

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

（
２

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

（
３

）
便

益
の

計
測

4
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

「
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
H

22
.3

」
に

基
づ

き
、

評
価

を
行

っ
た

。

◆
C

VM
（

仮
想

市
場

法
）

の
場

合
⇒

便
益

＝
支

払
意

思
額

（
W

TP
）

×
集

計
世

帯
数

×
評

価
期

間
（

事
業

完
成

後
50

年
間

）

【
自

然
再

生
】

①
上

成
箇

所

10



ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
自

然
再

生
】

上
成

箇
所

C
V

M
調

査
範

囲
過

去
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
よ

り
、

事
業

の
認

知
度

が
高

く
事

業
の

必
要

性
を

強
く

感
じ

て
い

る
５

k
m

圏
と

す
る

。

（
4

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

C
V

M

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

潮
止

堰

半
径
5㎞

圏
内

○
対

象
市

町
村

（
事

業
箇

所
か

ら
5
㎞

圏
内

）
倉

敷
市

：
市

町
村

界
：
河

川
：
流

域
界

：
事

業
箇

所

【
自

然
再

生
】

上
成

箇
所

C
V

M
調

査
範

囲

岡
山

市
南

区

玉
野

市

岡
山

市
北

区

総
社

市

矢
掛

町 浅
口

市

早
島

町

高
梁

川

倉
敷

市

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲

里
庄

町

11



（
4

-
2

）
C

V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

C
V

M

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

提
示

し
、

整
備

を
行

う
た

め
の

支
払

い
意

思
額

（
W

T
P

）
を

問
う

。
・

得
ら

れ
た

有
効

回
答

か
ら

、
当

事
業

の
支

払
い

意
思

額
（

W
T

P
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
W

T
P

×
1

2
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

事
業

を
実

施
し

た
場

合
と

実
施

し
な

い
場

合
の

効
果

を
提

示
し

、
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
う

か
質

問
す

る

賛
同

率
(％

)
1
0
0

5
0 0

円
2
０

０
０

円

最
大

提
示

額
で

据
切

り

◆
賛

同
率

曲
線

（
平

面
形

関
数

）
を

推
定

４
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

回
答

記
入

例

配
布
数

回
収
数

回
収
率

有
効
回
答
数

有
効

回
答
率

抵
抗

回
答
数

無
効

回
答
数

上
成

箇
所

全
体
事
業

2
,
1
0
0

8
8
4

4
2
.
1
%

3
9
3

4
4
.
5
%

2
5
8

2
3
3

残
事
業

2
,1
0
0

8
84

4
2.
1
%

3
93

4
4.
5
%

2
58

2
33

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
・

【
自

然
再

生
】

（
再

評
価

）
上

成
箇

所
支

払
い

意
思

額
（

W
T

P
）

＝
2

8
8

円
/
月

/
世

帯
（

全
体

事
業

）
、

2
8

5
円

/
月

/
世

帯
（

残
事

業
）

受
益

世
帯

数
6

7
,7

4
2

世
帯

年
便

益
（

全
体

事
業

）
：

2
3

4
百

万
円

（
＝

2
8

8
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
6

7
,7

4
2

世
帯

）
年

便
益

（
残

事
業

）
：

2
3

1
百

万
円

（
＝

2
8

5
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
6

7
,7

4
2

世
帯

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

負
担

金
の

金
額

 
回

 
答

 
欄

 

１
．

月
に

5
0

円
 

(年
間

6
0

0
円

)な
ら

ば
、

 
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

２
．

月
に

1
0

0
円

 

(年
間

1
,2

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

２
．

反
対

す
る

３
．

月
に

2
0

0
円

 

(年
間

2
,4

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

２
．

反
対

す
る

４
．

月
に

3
0

0
円

 

(年
間

3
,6

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

２
．

反
対

す
る

５
．

月
に

4
0

0
円

 

(年
間

4
,8

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

２
．

反
対

す
る

６
．

月
に

5
0

0
円

 

(年
間

6
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
 

１
．

賛
成

す
る

２
．

反
対

す
る

７
．

月
に

1
,0

0
0

円
 

(年
間

1
2

,0
0

0
円

)な
ら

ば
、

 
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

８
．

月
に

2
,0

0
0

円
 

(年
間

2
4

,0
0

0
円

)な
ら

ば
、

 
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る
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3210

H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78

（
百

万
円

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

(現
在

価
値

化
)）

維
持

管
理

費

2
00

1
00

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78

（
百

万
円

）

便
益

B

費
用

C
（
事

業
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）

費
用

C
（
現

在
価

値
化

）

便
益

B
（
現

在
価

値
化

）
年

便
益

事
業

費
維

持
管

理
費

（
5

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
の

算
出

方
法

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

4
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

【
対

象
箇

所
】

自
然

再
生

：
①

上
成

箇
所

項
目

再
評

価

全
体

事
業

残
事

業

便
益

（
B

1
）

5
,1

0
5

百
万

円
4

,7
7

8
百

万
円

残
存

価
値

（
B

2
）

2
百

万
円

1
百

万
円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
）

5
,1

0
7

百
万

円
4

,7
7

9
百

万
円

建
設

費
（

C
1

）
3

1
5

百
万

円
2

1
6

百
万

円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
3

3
百

万
円

3
1

百
万

円

総
費

用
（

C
=
C

1
+
C

2
）

3
4

7
百

万
円

2
4

7
百

万
円

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
1

4
.7

1
9

.3

事
業
完
了
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年
）

事
業
期
間
（

H
21

～
H

33
）

評
価
基
準
年
(
H
2
5
)

維 持 管 理 費 拡 大

整
備

完
了

（
H

28
）

13



◇
総

便
益

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

5
0

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

。

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
に

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

◇
総

費
用

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヶ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）

（
6

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

4
-
2

．
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

再
評

価
全

体
事

業
残

事
業

・
【

自
然

再
生

】
5

,1
0

7
百

万
円

4
,7

7
9

百
万

円

再
評

価
全

体
事

業
残

事
業

・
【

自
然

再
生

】
3

4
7

百
万

円
2

4
7

百
万

円

再
評

価
全

体
事

業
残

事
業

・
【

自
然

再
生

】
1

4
.7

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
9

.3
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１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
高

梁
川

流
域

の
人

口
は

倉
敷

市
に

お
い

て
増

加
傾

向
が

見
ら

れ
る

が
、

そ
の

他
の

市
町

に
つ

い
て

は
緩

や
か

な
減

少
傾

向
が

続
い

て
い

る
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

・
以

上
か

ら
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

・
今

後
の

事
業

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
と

の
協

力
体

制
を

継
続

さ
せ

る
と

と
も

に
、

新
技

術
･
新

工
法

等
の

活
用

や
コ

ス
ト

縮
減

に
引

き
続

き
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業
の

執
行

に
努

め
る

。

4
-
3

．
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

再
評

価

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点
・

《
上

成
箇

所
》

潮
止

堰
の

魚
類

遡
上

環
境

の
改

善
に

対
す

る
地

元
の

要
望

は
強

く
、

地
元

や
学

識
者

等
か

ら
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

進
め

て
お

り
、

特
に

問
題

は
な

い
。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

・
仮

締
切

（
大

型
土

の
う

）
の

材
料

と
し

て
、

購
入

土
で

な
く

流
用

土
を

使
用

し
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
る

。

・
改

良
す

る
魚

道
は

、
既

設
堰

堤
の

大
幅

な
改

築
を

伴
う

も
の

で
は

な
く

、
遡

上
改

善
を

早
期

に
実

現
さ

せ
る

た
め

に
短

期
間

で
実

施
可

能
な

簡
易

な
手

法
で

対
策

を
講

じ
る

。
・

事
業

の
進

捗
状

況
、

費
用

対
効

果
を

鑑
み

、
継

続
実

施
が

妥
当

で
あ

り
、

現
状

で
の

代
替

案
を

検
討

す
る

必
要

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

（
1

）
再

評
価

の
視

点
①

事
業

の
必

要
性

等
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

全
体

事
業

（
B

／
C

) 
1

4
.7

残
事

業
（

B
／

C
）

1
9

.3

・
【

自
然

再
生

】
《

上
成

箇
所

》
事

業
の

進
捗

率
は

28
％

で
あ

る
。

（
2

）
県

へ
の

意
見

照
会

結
果

・
妥

当
で

あ
る

。

15



（
※

）
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

費
用

便
益

比
総

括
表

高
梁

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

【
参

考
】

費
用

対
効

果
分

析

金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

事
業

全
体

残
事

業

費
用

3
4

7
2

4
7

（
C

）
建

設
費

3
1

5
2

1
6

維
持

管
理

費
3

3
3

1

便
益

額
5

,1
0

7
4

,7
7

9

（
B
）

便
益

5
,1

0
5

4
,7

7
8

残
存

価
値

2
1

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
1

4
.7

1
9

.3

16



前
回

評
価

時
と

の
比

較
表

【
参

考
】

前
回

評
価

時
と

の
比

較

事
項

前
回
評
価

今
回
評
価

備
考

（
Ｈ
２
２
．
８
）

（
Ｈ
２
５
．
１
１
）

事
業
諸
元

【
自

然
再

生
】

・
上

成
箇

所

魚
道

整
備

実
施

中
（

H
2
1
～

）

【
自

然
再

生
】

・
上

成
箇

所

魚
道

整
備

実
施

中
（

H
2
1
～

）

総
事
業
費

(
百
万
円
)

3
0
0

3
2
0

・
事
業
評

価
費

用
の
計

上

総
費

用

（
Ｃ

）
3
0
6

3
4
7

・
事
業
評

価
費

用
の
計

上

・
評
価
基

準
年

の
変
更

総
便

益

（
Ｂ

）
5
,
2
0
2

5
,
1
0
7

・
支
払
意

思
額

の
減

費
用
対
効
果

（
Ｂ
/
Ｃ
）

1
7
.
0

1
4
.
7

17



【
参

考
】

感
度

分
析

（
再

評
価

）

・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0

%
変

動
さ

せ
て

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。 項
目

基
本

残
事

業
費

残
工

期
便

益

＋
１

０
％

－
１

０
％

＋
１

０
％

－
１

０
％

＋
１

０
％

－
１

０
％

全
体

事
業

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
1

4
.7

1
4

.1
1

5
.4

1
4

.8
1

4
.6

1
6

.2
1

3
.2

残
事

業
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
1

9
.3

1
7

.8
2

1
.2

1
9

.5
1

9
.2

2
1

.3
1

7
.4

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

１
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
＞
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高梁川総合水系環境整備事業

〔岡山県への意見照会と回答〕
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